








 

我国の周産期医療には近年いちじるしい進歩がみられ、周産期死亡率や新生児死亡率の改

善が得られている。しかし、その実態をみると、いまだ改善すべき点も多く、また少産少

死の時代に入り、1 例 1 例の症例に対する期待が高まり、今後の我国の周産期医療はいか

にあるべきかが問われている。 

 周産期医療は母子医療の一部であり、母体、胎児、新生児に対し充実した医療が整備さ

れではじめて満足すべき成績が得られるものである。また、この周産期医療は、母と子に

対する救急性が極めて高い医療であり、どんな妊娠も突然救急性を要する状態に変り得る

し、全ての新生児は十分な care を受けないと死亡したり後遺症を残すような重篤な状態に

陥る危険がある。 

 しかし、全ての妊娠や新生児に対し intensive な care を行うことは出来ないので、周産

期医療を担当する各施設間の連携をはかることが重要である。 

 以上のような点をふまえて、地域性もある周産期医療はいかにあるべきかを検討するた

め、当分担研究班は 10 名の産科と小児科(新生児を主に扱っている)の専門家により構成さ

れ、産科救急医療システムを研究する分担研究班の中野仁雄班員、新生児救急医療システ

ムを研究する分担研究班の小川雄之亮班員の参加も求めて、周産期医療の問題を総合的に

検討することとした。 

 分担研究班の構成は、分担研究者多田裕のもとに、研究協力者として、水野正彦、谷沢

修、本多洋、竹内徹、柴田隆、竹峰久雄、井村総一、仁志田博司の各氏の参加により構成

されている。 

 本年度の活動としては、周産期医療の現状を把握し問題点を明らかにすることを目的と

して、各班員が調査研究を行うとともに、分担研究班会議にてこれらの問題点の検討を行

った。さらに中野班、小田班にて検討された問題点につき、両分担研究者を加えて総合的

に討論した。 

 これらの討論を通じて、周産期医療の向上をはかるためには、検討された問題点につい

て班員以外の専門家もまじえて、更に広く討論し、現状と問題点を全国的規模で把握し、

また改善へ取組むための共通の基盤を確立する必要があることが明らかになり、班会議総

会では 3つの班が合同し、中野班、小川班より選択された話題提供者の講演を中心に、こ

の面に関心のある専門家 63 名参加のもとに総合的な討論を行った。 


